[1] プログラム別研究活動 by 千葉大学環境リモートセンシング研究センター & CEReS
― 37 ―
1.3.4.1.3.  花粉飛散量ポテンシャルマップの作成
　花粉飛散量と最も相関の高かった６〜 11 月の積算 fPAR 値と花粉飛散量の関係から回帰式を求め、そ
の式をもとに花粉飛散量ポテンシャルマップを作成した。図 1.3.4.1.3. は、花粉飛散量が多い場所から
少ない場所を相対的に５段階に区分し、それぞれ赤、オレンジ、緑、シアン、青で表示したものである。
2005 年は飛散量が多い赤やオレンジ色に表示された場所が占める割合が多いが、翌年の 2006 年には相
対的な飛散量が少ない青色が占める割合が高いのが確認できる。また、2010 年では飛散量が少ない青色
の場所が多いが、翌年には赤やオレンジ色が占める割合が高くなっている。スギの生理学的特性として、
花粉を大量飛散した翌年は気象条件に依存せず花粉飛散量が少なくなる場合があると言われている。さら
に、飛散量が少なかった翌年は前年よりも飛散量が多くなるとの報告もあり、マップはこのような傾向を
面的に把握出来る可能性を示していると思われる。
　今後は、fPAR と NDVI を併用した解析や、今回得られた結果が他地域にも適用出来るか対象地域を広
げ、対象年数を増やして検討していきたいと考えている。
　
1.4.  地球温暖化と気象・海洋情報の活用プログラム（寄附研究部門）
［概要］
　地球温暖化の影響が顕在化する中で、温暖化の現象の解明・対策・適応を目標とした研究領域におい
て、衛星リモートセンシングと気象・海洋情報を活用した研究活動を行う。IPCC 報告で人間活動を起源
とした温室効果ガスの排出が温暖化に影響を及ぼしている可能性が指摘されて久しい。しかし、地球温暖
化の影響を監視し、現象を解明する場合の問題点は数多く存在する。同時に、温暖化の影響を把握して対
策・適応を研究することも重要な課題であり、研究目標として急がれる。本プログラムでは、とくに温暖
化の対策・適応を、主として交通と気象との関連を中心に研究するとともに、リモートセンシングによる
環境研究と社会のつながりの強化を図る。
図 1.3.4.1.3．
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《寄附研究部門開設期間内の達成目標》
・黄砂の発生・輸送過程と地球温暖化
・地球温暖化にともなう北極海航路の開拓
・戦略的コマーシャルロジスティックスとモーダルシフト
・大気物質循環モデルを利用した係留船舶の陸上に対する影響評価
・マイクロ波リモートセンシングによる道路雪氷モニタリング
・衛星および地上計測による大気・気象パラメータの収集と気候変動
Program 4 :  Program for global warming and utilization of weather and ocean information (WNI Do-
nation Division)
 More and more consequences of global warming are seen around the globe. In this research pro-
gram, we focus on research activities based on remote sensing and weather/oceanic information aim-
ing at elucidating the currently ongoing climate change trends as well as devising ways to cope with 
and adapt to the resulting environmental problems. The relevant solutions are sought from the view-
point of the transportation and weather, in particular, thus strengthening the relation between the 
environmental research using remote sensing techniques and various social activities.
<Targets during the period of this donation division>
・	Exploration of the northern ocean route.
・		Modal-shift approach to the domestic commercial logistics among the truck, coastal ferry ship, 
train and air transportation - the holistic optimization by monitoring system.
・	Evaluation of effects of moored cargo ships using the atmospheric circulation model.
・	Monitoring of snow and ice coverage on roads using microwave remote sensing.
・		Accumulation of atmospheric and climate parameters through satellite and ground-based observa-
tions in relation to the climate change.
《第１期プロジェクトとの対応》
プロジェクト６：地球温暖化と気象・海洋情報の活用（寄附研究部門：平成 20 年度発足）
［研究内容と平成 22 年度の成果］
（平成 22 年度における主要な研究課題とその詳細）
○地球温暖化にともなう北極海航路の開拓／戦略的コマーシャルロジスティックスとモーダルシフト
○地球温暖化が黄砂に及ぼす影響の予測／大気物質循環モデルを利用した係留船舶の陸上に対する影響評価
○マイクロ波リモートセンシングによる道路雪氷モニタリング
○衛星および地上計測による大気・気象パラメータの収集と気候変動
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1.4.1.   地球温暖化にともなう北極海航路の開拓と戦略的コマーシャルロジスティックスとモーダルシフト
（石橋博良、宮部二朗）
　北極海航路は、従来の欧州・北米東海岸〜アジア航路に対し、格段に航海距離が短縮され、海上交通に
おける二酸化炭素排出量の低減が見込まれる（図 1.4.1）。ウェザーニューズ（WNI）では、2008 年に北
極海航路をゆく船舶の安全性と経済性をサポートする航行支援サービス（Polar routing）の実現へ向け
て、グローバル・アイス・センター（GIC）を立上げ、さらに 2009 年冬季より「サハリン２プロジェク
ト」においてサハリン - 日本間を運航する LNG 運搬船の安全航行のサポートを開始した。寄附研究部門
の活動では、こうした活動を基盤とし、近い将来における北極海航路の実現、すなわちいわば北極海にお
ける「尾瀬の木道」の整備に向け、北極海および周辺海域の海氷監視における衛星観測情報などの活用、
沿岸国の北極海航路実現に向けた研究や取組みなどの調査を進めた。
1.4.2.   地球温暖化が黄砂に及ぼす影響の予測／大気物質循環モデルを利用した係留船舶の陸上に対する
影響評価（常松展充）
　地球温暖化により、様々な環境パラメータに顕著な影響が予想されている。本研究では、動的なダウン
スケーリングを用いた数値実験により、将来の大気温暖化が黄砂発生に及ぼす影響について調べた。数値
気象モデル Weather Research & Forecasting（WRF）モデルを黄砂の発生・輸送のシミュレーション
に適用し、まずコントロール実験において過去の３つの顕著な黄砂イベントがよく再現できることを確認
した。その境界条件を将来において予想される大気条件に置き換えることによって、擬似温暖化実験を実
施した。その結果、将来の気候下ではアジアの主要な放出源となる地域においてダストの放出が大幅に抑
制されることが明らかになった（図 1.4.2.-1）。その主要な原因としては、それら地域における海面気圧
の上昇とその北方域における気圧の現象が起こり、寒気の吹き出しが弱くなることが考えられる。
　関連する研究として、WRF モデルを大気物質循環モデルとして利用し、オーストラリアを例として係
留船舶の排出する大気汚染物質が陸上に与える影響について評価を行った（図 1.4.2.-2）。
図 1.4.1． 地球温暖化と北極海航路（左）航路の比較。通常のスエズ運河経由（水色）では約 6000 ㎞であ
るのに対して、「北東航路」（赤色）では約 4000 ㎞になる。（右）“I-SEE ENGINE”による 2010
年夏季の海氷分布予測の一例
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1.4.3.  マイクロ波リモートセンシングによる道路雪氷モニタリング（長 康平、ヨサファット、西尾文彦）
　陸運部門の二酸化炭素排出量低減策として、経済速度を維持できる安定した通行状態の確保が検討され
ている。冬期道路管理事業においても、降・横雪や凍結に伴う通行規制等、通行障害の低減・回避が求め
られ、雪氷対策業務の的確で、効率的な実施が課題となっている。このような背景のもと、雪氷対策業務
への実利用化を目指し、道路雪氷監視用マイクロ波センサの構想、基礎調査、および陸域雪氷観測手法の
検討を行った。
図 1.4.2.-1． 地球温暖化の黄砂発生への影響：（a）PM10 土壌粒子の放出量変化（µg m −２ s −１）、
（b）日平均の地表面風速（surface wind velocity, m s −１）、（c）日平均海面気圧（sea 
level pressures，hPa）、（d）日平均地表面気温（surface air temperatures, K）
(a) Future changes in dust emissions
(c) Future changes in SLPs
(b) Future changes in SWVs
(d) Future changes in SATs
図 1.4.2-2． 全球における主要航路（左）と、オーストラリア Newcastle 沖合における船舶由来
の大気汚染のテスト計算結果
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1.4.4.   衛星および地上計測による大気・気象パラメータの収集と気候変動／小型衛星による CO2 の「感
測」（山本雅也、原山洋平、久世宏明）
　地球温暖化により北極海の海氷の衰退が進んだ結果、夏期には船舶の航行も可能な状況となってきてお
り、各海運会社では北極海の商用航路としての活用が検討されている。これによってアジアとヨーロッパ
を結ぶ航路長が大幅に短縮され、時間と燃料の大きな節約が期待されている。しかし、海氷の存在する海
域を航海するのに伴う危険と北極域を船舶が航行することによる環境へのインパクトについて、併せて考
える必要がある。WNISAT-1 プロジェクトでは、超小型衛星を用いて北極海の海氷の監視と、温暖化と
何らかの関係のある CO2 の「感測」を地球規模で行うことを主目的としており、衛星、衛星搭載センサ、
および関連する地上予備実験を実施した（図 1.4.4.）。
※ 寄附研究部門の活動は平成 23 年３月末をもって終了することになりました。２年半にわたる研究活動
の成果については、「地球温暖化寄附研究部門報告書」を刊行します。
図 1.4.4． WNISAT-1 プロジェクト：（左）超小型衛星による CO2 コラム量の「感測」の概念図、
（右）２波長による測定方法の説明図
